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初任時代、クラスの雰囲気でしか
見ていなかった…

いいクラスをつくりたい！
クラス全員がまとまっていて、
行事とかで盛り上がれる…
そんなクラスにしたい！

でも・・・
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自信なさげ目的が
伝わっていない

教師の
次の手がない。

振り返りを
させていなかった。
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・６年１組（単学級）、27名

●人前で自信をもって活動できる子が少ない。

⇒自信をつけさせたい！

●学習や学級活動の中でも、仲良しグループに固執。

⇒グループの輪を広げたい！

●自分のよさ、他人のよさを実感していない。

⇒実感させたい！

クラスの実態（４月段階）
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振り返りを土台にして
２７人ひとりひとりのよさや成長を

実感させたい！
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自己の現状(よさ)に気付くには…
振り返りが必要！
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特別活動指導資料
みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動 小学校編 P5
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「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料
【小学校 特別活動】 P３０

「見通しをもったり、
振り返ったりしながら」
取り組むことが必要



振り返る手段として、
振り返りジャーナルを！

・毎日テーマを決めて振り返りを
書く。

☆毎日の振り返りを習慣化する。
☆自分や友だち、クラスのよさ、
成長を子どもたち自身で
たどれる。

「振り返りジャーナル」で子どもとつながるクラス運営
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振り返る手段として、振り返りジャーナルを！

成長の実感
日々の学習
学級活動などの
体験

振り返り
ジャーナル

自分のよさや成長に
気付く
自己評価・教師からの
価値づけ

自信をもって
次の活動へ
目標設定
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成長の実感
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個人のよさ、成長を実感！

自分がんばった！
＋２７人の思いにも目が向く
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クラスのよさ、成長を実感！

みんなでやって、うまくできた！
本気で取り組めた！

役
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各係にコメント！

「いいね！」

「リクエスト」

「アドバイス」

①係活動
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活動が認められた喜び
⇒自信につながる

アドバイスをもとに
活動を工夫

認め合い⇒自信⇒活動の工夫へ！
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自分たちの
振り返り

リクエストは、
次の企画で採用！

認め合い⇒自信⇒次の企画へ生かす！
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他者のよさに

気付く

②学級会
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学級会ノート

学級会の最後にも

「振り返り」を行っている。



学級の子のよさに目が向くように！

グループの

輪の広がり
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仲良しグループに
とどまらない認め合い



クラス(集団)につなげるために

１人１人の振り返りを

通信や朝の会などでの紹介

他者のよさや成長に

ふれられる
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○自分や他人、集団のよさや成長に気づくことが

でき、そのよさを実感できるようになってきた！

○仲良しグループを超えた認め合いが生まれて、

自信をつけることで、活動を工夫するようになって

きた！

取り組みの成果
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●振り返りのよさを実感できていない子への対応

→自分のよさや成長を実感できないと、

書くのがつらい、と感じてしまう。

●個の振り返りを共有し、高め合う雰囲気づくり

→共有してもいい、という人間関係が

まだしっかりとはできていない。

今後の課題
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①小学校学習指導要領解説 特別活動編
文部科学省 開隆堂 平成29年７月

②特別活動指導資料
みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動 小学校編

文部科学省・国立教育政策研究所・教育課程研究センター 平成3１年１月

③「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料
【小学校 特別活動】

文部科学省 国立教育政策研究所 東洋館出版社 令和２年６月

④「振り返りジャーナル」で子どもとつながるクラス運営
岩瀬直樹・ちょんせいこ ナツメ社 平成２９年 ３月

ご清聴、ありがとうございました！～参考文献～
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